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1 自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

1 きまりを守り、明るいまちをつくりまし
ょう

1 礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
つくりましょう

1 元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

1 思いやりのある、あたたかいまちをつく

りましょう
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さ
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↑
本
町
チ
ー
ム
が
優
勝

第
９
回
高
萩
市
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
、
９
月
５
日
市
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
チ
ー

ム
は
、
ｍ
チ
ー
ム
で
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
好
試
合
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
本
町
チ
ー
ム
、
②
高
浜
チ
ー
ム
、

③
有
明
チ
ー
ム
、

「
今
年
は
、
か
な
ら
ず
市
長
杯
を
我
が

チ
ー
ム
に
」
と
闘
志
を
胸
に
秘
め
て
’

第
４
回
高
萩
市
長
杯
争
奪
軟
式
野
球
大

会
の
開
会
式
が
、
９
月
恥
日
午
前
８
時

高
萩
市
営
野
球
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た

今
年
参
加
し
た
チ
ー
ム
は
、
昨
年
よ

り
型
チ
ー
ム
多
い
別
チ
ー
ム
で
熱
戦
が

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

試
合
会
場
は
、
市
営
野
球
場
、
高
浜

市
営
グ
ラ
ン
ド
Ａ
と
Ｂ
、
高
萩
工
業
高

校
、
秋
山
中
学
校
、
新
日
本
鍛
工
野
球

場
、
大
心
苑
野
球
場
、
松
丘
高
校
グ
ラ
ン

ド
の
計
８
会
場
で
、
ｍ
月
面
日
ま
で
の

日
曜
、
祭
日
を
利
用
し
た
５
日
間
試
合

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

I

別
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
開
会
式

…

’

州
高
萩
市
文
化
祭
の
行
事

Ⅲ
▼
展
示
会

Ⅲ
○
ｎ
月
４
日
ｌ
晦
日
春
日
児
童
公

叩
園
菊
花

州
○
皿
月
刎
日
Ｉ
型
日
中
央
公
民
館

州
美
術
、
写
真
、
人
形

吋
○
ｎ
月
即
日
ｌ
聖
日
市
民
体
育
館

Ⅲ
俳
句
、
書
道
、
華
道
、
編
物
、
川

‐
柳
、
短
歌

岬
○
、
月
皿
日
Ｉ
型
日
中
央
公
民
館

川
盆
栽
、
皐
月

Ⅷ
▼
発
表
会

川
○
ｎ
月
即
日
市
民
体
育
館

州
民
謡
、
バ
レ
ー
発
表
会

仙
○
ｎ
月
剛
日
中
央
公
民
館

川
茶
道

岬
○
、
月
認
日
》
｜
／
市
民
体
育
館

一

州
剣
舞
詩
舞
、
吟
詠

Ⅷ
○
ｎ
月
配
日
中
央
公
民
館

Ⅲ
川
柳
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教
育
…
高
萩
小
学
校
危
険
校
舎
改
築

事
業
は
、
す
べ
て
の
工
事
が
予
定
ど
お

り
、
７
月
昭
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
萩
中
学
校
危
険
校
舎
改
築

事
業
第
２
期
工
事
は
、
副
年
・
盟
年
の
２

年
継
続
事
業
で
、
危
険
改
築
１
０
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
、
新
増
築
４
１
９
平
方

メ
ー
ト
ル
の
国
庫
補
助
を
う
け
ま
し
た

の
で
、
総
面
積
３
，
．
０
２
４
平
方
メ
ー

第
３
回
定
例
市
議
会
は
、
９
月
型
日
か
ら
顔
日
ま
で
、
辿
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
の
第
１
日
目
、
鈴
木
市
長
は
、
昭
和
副
年
度
の
市
政

経
過
と
現
況
の
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

｜
川
糀
雌
一

上51

半年

期度

道
路
舗
装
な
ど
の
工
事
進
む

さ
ら
に
４
，
１
０
０
万
円
を
補
正

高
萩
小
改
築
す
べ
て
完
了

ト
ル
の
管
理
、
特
別
教
室
棟
の
建
設
に

近
く
着
工
い
た
し
ま
す
。

こ
と
ば
の
教
室
は
、
９
月
加
日
、
開

級
し
、
今
後
ゞ
特
殊
教
育
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

建
設
・
・
道
路
舗
装
工
事
は
、
町
路
線

中
５
路
線
に
つ
い
て
着
工
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

鈴
木
市
長
第
三
回
定
例
市
議
会
で

ま
た
、
市
道
訓
号
線

の
歩
道
新
設
工
事
は
８

事
月
四
日
に
着
工
い
た
し

紅
ま
し
た
。
道
路
改
良
工

舗
事
は
、
市
道
１
０
７
号

鍬
線
他
３
路
線
に
つ
き
発

ゆ
注
の
準
備
を
す
す
め
て

↓願
い
ま
す
。

函
反
射
鏡
は
、
８
月
弱

市
日
に
加
基
設
置
い
た
し

Ｊ（
）

ま
し
た
。

市
営
住
宅
は
現
在

刀 で"~＝

県
内
で
初
め
て
の

二
歳
児
健
康
診
断

商
工
・
；
大
型
店
の
進
出
に
伴
い
、
著

し
い
影
響
を
受
け
て
い
る
小
売
商
業
者

の
意
識
の
転
換
と
体
質
の
改
善
を
図
る

た
め
、
小
売
商
業
経
営
研
究
会
が
６
月

塑
日
発
足
し
、
集
団
個
別
の
両
面
よ
り

近
代
化
お
よ
び
合
理
化
を
推
進
す
る
た

め
、
目
下
研
究
中
で
す
。

児
童
福
祉
・
…
・
幼
児
の
健
全
育
成
を
め

ざ
し
３
歳
児
健
康
診
断
を
実
施
し
、
一

略
戸
を
設
計
中
で
す
。

谷
地
川
水
路
の
改
修
は
、
延
長
２
１

９
メ
ー
ト
ル
で
、
８
月
洲
日
に
着
工
い

た
し
ま
し
た
。

谷
地
川
、
お
よ
び
高
浜
水
路
の
淡
淡

工
事
は
８
月
７
日
完
了
し
、
排
水
機
能

が
高
ま
り
ま
し
た
。

農
林
業
；
・
米
の
生
産
調
整
を
目
的
と

し
た
総
合
水
田
利
用
対
策
事
業
は
、
現

地
確
認
を
行
っ
た
結
果
、
１
５
５
農
家

２
６
０
ア
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

畜
産
振
興
：
阿
武
隈
八
溝
広
域
農
業

開
発
事
業
は
若
栗
、
下
君
田
、
米
平
勺

田
代
の
４
地
区
の
約
３
７
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
買
収
が
完
了
し
、
土
地
持
込
希
望

も
ほ
ぼ
決
定
し
、
現
在
、
権
利
関
係
、

営
農
計
画
等
の
作
業
を
す
す
め
て
い
ま

半
叶
診
。

応
の
成
果
を
お
さ
め
ま
し
た
が
、
近
年

の
乳
幼
児
の
発
育
状
況
よ
り
判
断
し
て

２
歳
児
健
康
診
断
を
県
下
各
市
町
村
に

さ
き
が
け
て
、
本
年
度
よ
り
、
毎
月
１

回
実
施
し
て
お
り
、
受
診
率
粥
％
に
及

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
成
人
病
予
防
対
策
は
、
６
月

に
婦
人
ガ
ン
検
診
、
８
月
に
胃
の
検
診

を
実
施
し
、
６
０
０
名
が
受
診
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
市
内
全
域
に
お
い
て
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
実
施
中
で
す
。

君
田
診
療
所
は
、
毎
週
１
回
診
療
を

実
施
し
、
月
間
帥
ｌ
和
名
の
患
者
の
診

第第
日
か

開
か
案
７

ま
し一局佐大鈴鈴下大神農棚鈴1 次両－

３
回
（
９
月
）
定
例
会

３
回
、
定
例
市
議
会
は
、
９
月
辿

ら
”
日
ま
で
の
皿
日
間
の
会
期
で

れ
、
上
程
さ
れ
た
報
告
２
件
、
議

件
は
い
ず
れ
も
可
決
、
承
認
さ
れ

た
。
萩
市
教
育
委
員
会
委
員
任
命

益
子
太
郎
、
お
よ
び
鈴
木
多
喜
男

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
た
に

の
２
名
が
議
会
の
同
意
を
得
ま

た
。
木
多
喜
男
本
町
１
１
７
（
再
任
）

谷
立
夫
秋
山
２
４
４
（
新
任
）

業
共
済
損
害
評
価
会
委
員
選
任

代
平
上
手
綱
３
４
０
３

和
田
信
安
艮
川
６
６
３

山
田
満
男
上
手
綱
５
４
６
－

木
忍
下
君
田
８
５
４
｜

木
藤
雄
横
川
９
６
４

部
伝
七
秋
山
２
０
３
８

川
輝
上
君
田
１
３
５
１

樫
村
甫
中
戸
川
１
２
８
３

斉
藤
春
夫
下
手
綱
６
９
０

沼
田
浩
高
萩
４
４
６

陳
情
・
請
願
報
告

採
択

○
東
小
学
校
体
育
館
新
築
に
関
す
る
請

願
○
松
岡
中
学
校
校
舎
改
築
に
関
す
る
請

願
○
消
防
自
動
車
嚇
入
に
関
す
る
請
願

（
上
手
綱
）

○
軌
道
敷
維
持
管
理
に
関
す
る
請
願

（
赤
浜
）

○
道
路
舗
装
に
関
す
る
請
願
（
肥
前
町
）

○
秋
山
小
学
校
校
舎
改
築
に
関
す
る
請

願
○
市
営
住
宅
家
賃
値
上
げ
（
大
幅
）
反

対
に
関
す
る
請
願
（
高
萩
）

継
続
審
査

○
赤
浜
海
岸
工
場
排
水
反
対
に
関
す
る

陳
情

療
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

赤
浜
田
園
都
市
建
設
事
業
…
生
活
関
連

道
路
１
路
線
に
つ
い
て
は
、
既
に
発
注

し
、
残
り
１
路
線
に
つ
い
て
も
準
備
中

で
す
。
高
田
水
路
嵩
上
工
事
は
、
現
在
妬
パ

ー
セ
ン
ト
の
出
来
高
で
す
。

上
水
道
：
・
給
水
塔
の
と
装
工
事
も
完
了

し
、
引
き
続
き
、
給
水
率
の
向
上
に
鋭

意
努
力
中
で
す
。

消
防
…
消
防
職
員
の
訓
練
体
制
と
し

て
救
助
訓
練
塔
を
設
置
し
目
下
、
訓
練

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
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既
存
の
便
所
を
改
造
し
て
水
洗
化
の

二
二
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三
三
三
三
三
一
三
一
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一
一
一
三
三
三
三
三
一
三
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一
一
三
三
三
一
一
一
一
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一
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三
三
三
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三
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三
三
三
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一
三
二
一
三
三
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
一
二
二
一
垂
三
三
三
睾
一
圭
一

８
万
６
，
０
７
０
円
が
用
意
で
き
ま
す
と
き
は
、
保
健
所
に
届
出
る
必
要
が
あ

あ
な
た
の
職
場
に

の
で
、
会
社
は
そ
の
従
業
員
が
退
職
し
り
ま
す
。

た
と
き
、
２
１
万
３
，
９
３
０
円
の
差
○
使
用
の
開
始

国
の
退
職
金
制
度
を

額
だ
け
を
支
給
す
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
浄
化
槽
の
機
能
の
保
持
に
は
、
随
時

退
職
金
制
度
は
、
い
ま
や
中
小
企
業
退
職
金
制
度
を
こ
れ
か
ら
設
け
る
企
り
ま
す
の
で
、
会
社
の
資
金
ぐ
り
が
非
の
点
検
や
点
検
に
基
づ
く
汚
で
い
の
引

に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
業
は
も
と
よ
り
、
す
で
に
自
社
内
に
退
常
に
楽
に
な
り
ま
す
。
き
出
し
や
清
掃
が
必
要
で
す
。
こ
の
作

に
な
っ
て
い
ま
す
。
職
金
制
度
を
設
け
て
い
る
企
業
で
も
こ
ま
た
、
従
業
員
も
有
利
な
退
職
金
が
業
は
、
専
門
の
業
者
と
契
約
し
て
行
つ

中
小
企
業
に
働
く
従
業
員
の
老
後
の
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
確
実
に
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
で
き
る
て
く
だ
さ
い
。

安
定
及
び
中
小
企
業
の
振
興
に
役
立
つ
づ
き
わ
ず
か
な
掛
金
で
将
来
多
額
の
退
の
で
、
安
心
し
て
仕
事
に
打
ち
込
め
、
点
検
の
結
果
は
、
そ
の
都
度
記
録
に

国
の
退
職
金
共
済
制
度
の
活
用
を
お
す
職
金
が
支
給
で
き
る
う
え
、
安
全
、
確
従
業
員
の
定
着
率
が
よ
く
な
り
ま
す
。
残
し
て
お
く
よ
う
法
規
で
定
め
ら
れ
て

そ
の
う
え
、
毎
月
の
掛
金
は
、
全
額
い
ま
す
。

す
め
し
ま
す
。
実
に
運
営
さ
れ
て
い
る
国
の
制
度
で
す
免
税
扱
い
の
特
典
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
業
主
の
実
質
的
負
担
は
軽
く
て
す
ゑ
○
使
用
上
の
注
意

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
に
も
、
国
の
で
安
心
で
す
。

の
援
助
で
大
企
業
な
み
の
魅
力
あ
る
退
例
え
ば
、
訓
年
勤
続
で
６
０
０
万
円
ま
す
。
便
器
の
清
掃
は
、
ぬ
る
ま
湯
で
行
な

職
金
が
支
給
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
趣
の
退
職
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
こ
の
制
度
に
つ
い
て
く
わ
し
い
こ
と
い
、
塩
酸
や
洗
浄
剤
、
洗
剤
な
ど
は
使

旨
で
作
ら
れ
、
国
か
ら
補
助
金
が
出
て
い
る
従
業
員
に
は
、
月
づ
き
５
勺
０
０
は
、
商
工
課
（
砥
内
線
２
６
４
）
に
お
わ
な
い
で
下
さ
い
。
殺
虫
剤
や
防
臭
剤

い
る
唯
一
の
退
職
金
制
度
で
す
。
０
円
を
掛
け
て
お
く
と
、
訓
年
で
５
７
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
を
便
器
か
ら
浄
化
槽
に
流
し
込
ま
な
い

(記載例）

市
民
の
象
な
さ
ん
が
、
税
務
関
係
の
諸
証
明
書
（
所
得
、
評
価
額
、
納
税
証

証
明
書
等
代
理
人
申
請
や

公
簿
閲
覧
は
か
な
ら
ず
委
任
状
を

府 委任状
化 所高萩市本IIlll ‐ 1 ()(）

代｣111人の氏 名高萩 ili llli
､41弓年'二l El M部' 17年5j l | () |

|釦の"を代l:111人と定め下記の椛限を姿if

いたします。

委任事項

例、評{ilii誠証|ﾘl 1 1fのIII論交付に関すること。

不動産の炎示

例、 i:'liMili4KIII1.1～100,土地， 耐萩太''1｜

例、 〃 家屋 〃

使川| |的

例、保証人と淫るため。銀行よし)辨碓街企を

11｣『入るたM)。

IlH利51年9月8 1 i

剣賑禰の"WW'l~W|} @!

聖
・
》

501'|の印紙を＃lil)割噺の1¥l印‘ | ､さ※収入|堂1 1級‘)ii

明
書
な
ど
）
の
申
請
交
付
、
又
は
、
台

帳
等
（
課
税
台
帳
、
名
寄
帳
）
の
閲
覧

は
、
原
則
と
し
て
本
人
名
儀
以
外
の
も

の
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
仕

事
、
そ
の
他
の
都
合
で
家
族
（
親
、
夫

妻
、
子
な
ど
）
の
方
が
代
理
で
各
種
証

明
書
の
交
付
申
請
、
又
は
公
簿
閲
覧
を

す
る
場
合
で
も
必
ず
委
任
状
（
記
載
例

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
る
鞍
，
夢
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
く
わ
し
い
ご
と
は
税
務
課
麓
内
線
２

１
２
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

侭
、
、
、
、
ふ
く
べ
ぺ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
箕
、
託
、
『
、
八
、
、
×
＼
式
、
、
、
ミ
、
、
、
詞
、
、
、
、
蚕
、
、
、
、
、
ヘ
ミ
遥
夷
天
、
、
、
、
罠
、
、
、
、
、
、
、
ご
く
、
、
『
、
寺
ミ
、
、
、
ぺ
ゞ
、
、
、
託
、
、
、
、
、
、
冠
対
、
、
託
ご
さ
式
、
、
、
入
き
ぐ
母
電

○
浄
化
槽
を
設
置
す
る
に
は
は
建
築
主
事
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば

建
物
の
新
築
と
と
も
に
設
置
す
る
と
き
な
り
ま
せ
ん
。

、
ゞ
ぺ
べ
、
、
、
＼
式
、
、
入
、
、
、
、
、
Ｘ
、
、
ｘ
、
賢
、
、
、
ミ
ざ
、
べ
ゞ
民
八
入
丸
丸
、
泳
汽
託
、
、
、
、
べ
ぺ
、
＼
式
、
、
、
天
、
ご
く
、
、
、
、
抵
＼
式
、
、
試
入
、
、
、
、
託
、
、
ミ
ベ
、
、
、
、
Ｘ
、
、
、
、
、
、
入
氏
、
、
、
、
、
や
く
ざ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

浄
化
槽
の
設
置
は
届
出
を
し
て
か
ら

／イ

《
↑

一
労
働
大
臣
か
ら
表
彰

一

霧
蟻
鍾
鱗
繁
諦

９
月
の
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
運

動
月
間
に
当
市
か
ら
小
寺
透
さ
ん
（
弱

歳
）
Ⅱ
写
真
Ⅱ
高
浜
町
３
１
１
０
１
と

㈱
松
浦
ソ
ー
イ
ン
グ
（
代
表
松
浦
徳
夫
）

の
事
業
所
が
労
働
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

で
く
だ
さ
い
心

ト
イ
レ
ッ
ト
・
ヘ
ー
・
〈
１
は
必
ず
専
用

の
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

溶
け
に
く
い
紙
類
、
脱
脂
綿
、
ピ
’
－

１
ル
製
品
、
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
な
ど

は
流
し
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

モ
ー
タ
ー
を
取
り
つ
け
て
あ
る
浄
化

槽
は
決
し
て
電
源
を
切
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

※
浄
化
槽
の
上
に
重
い
も
の
を
置
い
て

管
理
を
妨
げ
た
り
、
通
気
孔
を
ふ
さ
い

だ
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
簡
単
に
み
つ
け
ら
れ
る
故
障

①
水
位
の
変
化

②
モ
ー
タ
ー
の
回
転
音
の
異
常

③
ば
つ
気
形
は
無
臭
が
特
長
で
す
。

④
放
流
水
に
固
形
物
が
ま
じ
っ
て
い
た

り
、
臭
気
が
あ
る
場
合
一

※
こ
ん
な
状
態
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ

に
管
理
者
か
施
工
者
に
連
絡
し
て
、
対

策
を
請
う
ず
る
よ
う
に
し
て
く
た
さ
い

小
寺
さ
ん
は
、
勤
務
成
績
の
評
価
が

認
め
ら
れ
優
良
心
身
障
害
者
と
し
て
、

ま
た
、
㈱
松
浦
ソ
ー
イ
ン
グ
事
業
所
は

心
身
障
害
者
を
積
極
的
に
雇
用
し
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
表
彰
を
受
け
た
も

の
で
す
。

と
く
に
小
寺
さ
ん
は
、
鋤
歳
の
と
き

に
業
務
災
害
で
左
手
首
を
切
断
し
て
か

ら
広
告
美
術
技
能
士
（
２
級
）
、
レ
タ

リ
ン
グ
、
測
量
士
補
、
ホ
ー
ル
ソ
ー
ト

カ
ー
ド
の
技
術
な
ど
を
身
に
つ
け
現
在

は
、
日
本
加
工
製
紙
㈱
高
萩
工
場
の
原

価
計
数
管
理
の
責
任
者
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。

I
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38年ぶ

加藤さ，ん

り中 国から里帰り

の実妹大 川ふくさん
し

宅
に
滞
在
す
る

服
装
の
大
川
さ
ん

し
た
」
と
白
い
プ

９
月
９
日
大
川

市
役
所
を
訪
れ
市

国
す
る
と
は
夢
に

還
者
と
し
て
届
出

昨
年
４
月
に
中
国

人
と
結
婚
し
て
い

た
。
帰
国
前
加

た
び
詔
年
ぶ
り
に
里
帰
り
し
た
も
の
で
す
。

た
。
戦
後
に
な
つ

り
、

17

年

お
帰
り
な
さ
い
。
ご
苦
労
ざ
ま
で
し
た
。

日
立
市
折
笠
町
出
身
の
大
川
ふ
く
さ
ん
（
師
）

が
９
月
７
日
、
中
国
か
ら
里
帰
り
し
ま
し
た

の
加
藤
ち
ゑ
さ
ん
（
大
和
町
１
の
翅
）
が
未
帰

鍵灘：
大
川
さ
ん
は
、

大
川
さ
ん
は
、

鑑

浄藻 羅
唖
韓
蕊
緊
壌
露
壊
識
解
極
騒

聾葬
詮

ろ
ま
で
看
護
婦
を
し
て
い
ま
し

鳶

日
間
日
本
語

こ
と
に
な
っ
て
、
い
冬
よ
す
わ

ラ
ウ
ス
、
紺
の
ズ
ボ
ン
の

さ
ん
と
実
姉
加
藤
さ
ん
は

長
と
面
会
し
「
日
本
へ
帰

も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

６
カ
月
間
姉
の
加
藤
さ
ん

は
話
し
て
い
ま
し
た
。

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

の
遼
東
省
遼
陽
市
で
中
国

る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の

昭
和
昭
年
に
旧
満
州
に
渡

て
消
息
が
わ
か
ら
ず
実
姉

識

咄簿＃

の
勉
強
を
し
ま

さる9月5日、高萩市青年会議所では、各

種コーナーを設けて親子で楽しんでもらお

う－と高萩高校で午前10時から「3万人

の広場」を開催しました。

会場には、 どじょうすくい、子ども相撲

大会、のど自慢大会、竹細工コーナーなど

の各種コーナーを設け、親子づれなど約

5, 000人が自由に楽しんでいました。

また、 この開催には、市消防署、高萩警

察署でも協力し、ふだん乗れない消防車や

パトカー、白バイに子どもたちを自由にの

せ交通安全を呼びかけました。

唾

一
ｉ
）

《

珠
算
検
定
競
技
大
会
で
団
体
，
個
人
に
優
勝

剣

割
マーー学

茨城県商工会連合会主催による珠算検定競技大会が8月

22日水戸市で開かれました。

この大会には、県内43商工会から516名が参加し、小学

低学年、 ｜司高学年、中学校、高校一般の4部門にわかれて

競技が行なわれ、高萩チームは、団体、佃人ともに優勝し

ました。

5,000

人
一
“
》
〃
毎
（

凸
■
ｎ
■
面
■
■
■
、
卿
冊
恥
側
酬
伽
即
叩
叩
頤
叩
和
必
″
唾
、
プ
ハ
ル
ｒ
ゲ
〃
ｖ
、
Ⅲ
川
滑
‘
メ
ト
咄
七
Ｊ
》
，
レ
ロ
“
、
！

｝
Ｊ
ｊ
ｌ
１

４

咋
薄
墨
色
か
ら
天
然
色
に
変
ろ
う
と
し
て
ダ
ム
の
銃
禁
指
定
は
、
市
内
の
自
然
岬

岬
い
る
。

保
護
の
さ
き
が
け
と
な
る
大
き
な
意
味
Ｍ

１
ダ
ム
周
辺
は
、
野
生
鳥
獣
の
天
を
も
つ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
保
護
し
た
驚

州
国
に
な
る
。

が
、
あ
き
ら
か
に
現
れ
る
と
い
う
教
材
岬

岬
銃
猟
禁
止
区
域
に
指
定
を
眼
の
前
に
し
め
し
て
く
れ
る
か
ら
禰

岬
市
で
は
、
早
く
か
ら
、
自
然
保
護
、
あ
る
。

州
危
険
防
止
の
上
か
ら
、
花
貫
ダ
ム
周
辺
本
文
の
冒
頭
に
記
し
た
情
景
が
、
あ
州

芯
鳥
獣
保
護
を
考
え
て
い
た
。
た
り
前
の
自
然
の
姿
で
あ
ろ
う
。

小
県
の
指
導
の
も
と
に
、
着
々
と
準
備
そ
の
と
お
り
、
八
月
下
旬
の
こ
ろ
、
州

恥
を
か
さ
ね
、
こ
れ
に
積
極
的
に
協
力
し
七
羽
の
カ
ル
ガ
モ
（
大
型
で
、
薄
あ
か
Ⅷ

謎
地
元
の
県
猟
友
会
高
萩
支
部
の
支
援
つ
ぼ
Ｕ
が
、
ダ
ム
の
す
ぐ
近
く
を
、
岬

鎖
あ
り
成
功
し
た
。
ｌ
「
銃
猟
禁
止
ゅ
う
ゅ
う
、
お
よ
ぐ
の
を
見
た
人
臘

伽
区
域
の
指
定
」
で
あ
る
。

多
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
生
き
た
脚

州
「
県
も
公
表
し
て
い
る
は
ず
だ
し
、
十
教
材
が
あ
る
。

型
月
一
日
の
免
許
交
付
の
時
、
参
考
書
（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）
小

ニ

ニ

宝

阜

旦
二
二
△
“
』
△

二
『
ニ
マ
マ
”
一
一
’
一
二
”

・
一
二
君
▽
子
守
“
一
二
一
・
阜
。
ニ
ニ
ー
・
守
観
◇
一
一
”
一
一
・
口
・
二
一
三
一
一
・
・
・
”
一
二
一
・
口
”
》
一
二
『
。
・
・
・
一
『
“
一
一
・
二
・
・
一
二
コ
Ｄ
・
・
・

一

一
・
“
・
”
一
【
一

◇
・
・
・
一
一
・
一
一

阜
争
・
】

一

一
・
副

第
７
回

‐
高
萩
市
民
号
」
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

お
早
め
に
ど
う
ぞ
（
締
切
り
扣
月
刎
日
）

※
臨
時
列
車
の
一
部
運
転
変
更
に
よ
り
、
料
金
が
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
す
で
に
納
入
さ
れ
た
方
に
は
後
日
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

大
人
４
，
０
０
０
円
、
こ
ど
も
２
，
５
０
０
円
に
。
．

、

曲
り
Ｊ
い
い
臥
肌
陥
旧
旧
二
■
回
Ⅱ
即
日
■
■
■
■
凸

■
重
言
二
句
子
ユ
ニ
ー
ニ
言
。
壽
一
宮
・
守
。
二

一
“
二
”
”
一
三

二
ｅ
“
◇
三
一

口
薯
呈
專
二

両官廿同

洲
八
９
Ｖ

『
等

一
F

。
ロ
“
三
弓
“
“
二
二
・
“
・
皇
ゴ
宮
．
ロ
。
三
百
・
口
。
ニ
ヲ
．
。
ニ
ラ
◆
１
言
◇
・
ロ
“
寺
ヨ
“
“
一
。
一
三
口
“
具
三
・
口
、
垂
弓
“
・
含
ヨ
・
Ｚ
“
言

・
”
一
二
言
ロ
割
三
宮
．
、
言
ヨ
宮
口
畠
弓
ｑ
“
宮
－
吾
。
“
“
・
毫
弓
・
し
宮
壼
目
口
唇
目
三
一
・
参
二
三
・
・
“
当
ゴ
ー
勺
。
毎
三
．
。
”

一
三
唇
“
。
”

花
賞
ダ
ム
と
自
然
⑪

ぶ
じ
に
野
鳥
が
残
っ
た
州

花
貫
ダ
ム
の
湖
面
に
類
へ
、
あ
そ
こ
を
銃
禁
地
域
と
書
き
入
岬

夜
明
け
の
色
が
映
え
る
れ
ま
す
。
」
（
高
萩
支
部
長
談
）
の
一
言

こ
ろ
、
岸
の
薮
か
げ
で
明
ど
お
り
に
な
る
。

水
鳥
が
、
頭
を
も
ち
上
こ
れ
を
知
っ
た
市
民
は
、
ど
ん
な
に
小

げ
て
動
き
始
め
る
。

喜
こ
ぶ
だ
ろ
う
。

木
々
で
眠
っ
て
い
た
わ
れ
わ
れ
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
員
（

水
鳥
が
、
一
勢
に
啼
き
も
、
こ
れ
を
心
か
ら
喜
こ
ん
だ
。
非
力
叩

出
す
。
リ
ス
も
朝
の
デ
で
は
あ
る
が
、
会
が
、
自
然
を
守
る
尖
叶

ザ
ー
ト
を
と
、
枝
づ
た
兵
の
一
員
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
決
意
を
胴

い
に
軽
業
師
を
演
じ
る
あ
ら
た
に
し
て
、
運
動
の
一
角
を
さ
さ
油

あ
た
り
の
山
禽
は
、
え
て
ゆ
き
た
い
。

_"~、 ゾ
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鈍
弗
必

ず
、
●

守
岬
■
即
◆
》

■
・
●
●
も
●

ず

●

■

Ｑ
や
●

伊
Ｃ
ｆ

守。●。ｅ●甲●ｄ申寺●

●
●
●

●
●
◆

Ｇ
Ｏ
Ｄ

０
や
ゆ

。
、
●

命
弗
必

■
。
■

Ｐ
ぴ
り

■
り
り

。
●
や

●
６
０

℃
◆
Ｆ
け
り

寺
Ｐ
▲
守

り
。
。

守
り
●

■
◆
Ｇ

◆
も
ｄ

ｏ
凸
。

●
●
●

■
Ｃ
◆

、
●
ワ
◆
。
辮

縄
蒟
品 蕊昭和5'年10月轆溌蕊認

①
缶

■
■

●
●
己

。
◆
＃

●
．
ｒ
事

。

●
ら
り

ｇ
ｏ
ｏ
乞

碑
凸
必
寺
》

■
争
ｐ

合
申
“

四
ｅ
Ｇ
６
ｑ
◆
り
ひ

●
◆
、

り
り
阜

少。Ｃｏｏノ

蕊
灘…篭

鱗熱､明
る
い
住
承
よ
い
街
づ
く
り
は
、
私
や
市
が
ど
ん
な
に
努
力
し
て
も
手
の
と

た
ち
の
願
い
で
あ
り
、
市
民
の
ゑ
な
さ
ど
か
な
い
谷
間
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て

ん
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
そ
こ
に
は
め
ぐ
ま
れ
な
い
不
幸
な
人
達

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
色
々
の
問
題
が
あ
が
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
県
や
市

り
ま
す
。
老
人
問
題
、
青
少
年
問
題
、
心
の
協
力
を
得
な
が
ら
少
し
で
も
よ
い
方

身
障
害
者
の
問
題
、
母
子
家
庭
、
低
所
向
へ
進
ま
せ
る
の
が
社
会
福
祉
協
議
会

得
世
帯
の
問
題
、
保
健
衛
生
の
問
題
等
（
略
称
社
協
）
の
仕
事
で
す
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
県
社
協
は
民
間
の
自
主
的
な
組
織
で
市

，
１
人
リ
ノ
Ｋ
０
Ｉ
入
り
Ｊ
Ｋ
リ
ー
Ａ
Ｖ
Ｊ
Ａ
ｖ
１
ｑ
Ｏ
７
ｊ
Ｏ
Ｉ
入
り
Ｊ
Ａ
ｒ
Ｉ
ｎ
ｙ
Ｉ
リ
ー
八
Ｖ
Ｊ
ｈ
ｉ
９
ｊ
ｊ
リ
、
入
り
ｊ
入
り
Ｉ
亀
’
７
Ｊ
血
Ｖ
Ｉ
ｎ
ｙ
Ｊ
Ｏ
１
ｌ
Ｏ
ｊ
ｊ
仰
ヤ
ー
ハ
リ
ｊ
Ｋ
Ｖ
ｌ
４
ｙ
Ｉ
‐
Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｖ
Ｊ
ｊ
Ｉ
‐
入
り
Ｉ

町
内
表
示
板
や

掲
示
板
も
設
置一

稔
り
の
秋
。

一

食
欲
の
秋
。

写こ

そ
し
て
、
健
康
の
秋
。
一一

涼
し
さ
を
取
り
戻
す
と
一望

駅
前
は
ま
た
に
ぎ
わ
つ
一一

て
ノ
く
、
る
。

一

絵
と
文
一
伊
藤
龍
馬
一三一一一一

十
月
は
、

ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク

積
極
的
な
社
協
支
部
活
動

‐

一一一壱一一一一一一一一一

扣
月
副
日

行
政
相
談
週
間
（
帥
月
面
日
か
ら
瀦

日
ま
で
）
に
当
り
、
皆
さ
ん
か
ら
相
談

を
受
け
る
た
め
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。相
談
員
は
、
神
長
新
一
さ
ん
で
行
政

管
理
庁
長
官
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
国
や

県
や
市
長
村
な
ど
の
役
所
に
連
絡
し
た

り
し
て
解
決
に
当
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｃ
と
き
如
月
型
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

○
と
こ
ろ
・
市
民
相
談
室

ま
た
毎
月
第
２
、
第
４
木
曜
日
に
は

市
民
相
談
室
で
、
行
政
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
に
十
二
支
部
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の

福
祉
増
進
で
明
る
い
街
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
地
域
住
民
の
参
加
に
よ
り
住
詮
よ

い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
支
部
社

協
の
活
動
秘
積
極
的
に
行
な
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
野

行
政
相
談
の
開
設

あなたも

ボランティアに

赤い羽根で一

福祉活動に

参加しましょう

10月1日から

共|司募金運動

、
た
と
え
ば
「
与
一
太
郎
娘
」
「
右
京
母

■

凹
「
永
頓
父
」
「
日
泰
の
妹
に
て
候
」

皿
な
ど
と
記
す
も
の
、
ま
た
特
に
死
亡
の

１
．
－
岬
理
由
を
記
さ
な
い
の
が
大
部
分
で
、
こ

》
れ
ら
は
老
衰
、
病
死
と
思
わ
れ
る
が
「

Ⅲ
打
死
」
「
焼
死
」
「
切
腹
」
「
山
道
に

■

旧
て
討
た
れ
る
也
」
な
ど
変
死
の
場
合
は

酬
特
に
死
亡
の
理
由
を
簡
単
に
記
し
て
い

に
る
。
し
か
し
元
和
、
寛
永
以
降
に
な
る

皿
と
、
た
と
え
ば
元
和
八
年
「
妙
幼
、
四

■

州
月
十
七
日
、
門
前
藤
七
の
娘
、
二
歳
に

Ⅱ

牢
て
痘
疹
に
て
死
」
「
妙
興
霊
．
五
月
廿

州
三
日
、
廿
一
日
産
の
ひ
ま
お
ば
明
け
て

画
相
違
無
か
ら
し
め
し
が
、
廿
三
日
に
わ

■

Ⅲ
か
に
死
去
す
四
十
三
歳
」
、
寛
永
元
年

亜
「
妙
儀
霊
、
三
月
廿
七
日
、
く
り
の
を

川
ば
、
冊
一
才
に
て
死
、
昨
日
廿
六
日
、

■三
二
二
■
■
二
二
二
二
二
■
■
二
一
二
二
二
■
■
一
二
三
二
二
一
■
■
二
二
三
一
二
一
■
■
一
二
一
二
一
Ⅱ
月
旧
日
に
開
催

調
停
相
談
会
が
次
の
日
程
で
行
な
わ

れ
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

○
と
き
ｎ
月
肥
日
（
木
）

午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時

■ ﾛ ﾛ ■ ﾛ ﾛ 『『 Ⅱ mlb F

無
料
の
調
停
相
談

脚“、
“9膳』

一
～

赤浜妙法寺過去帳（二）

文・志田諄一

三
一
日
■
二
三
二
三
二
■
四
二
三
二
二
二
国
■
二
三
二
二
二
■
■
’
二
二
二
二
一
■
■
三
二
二
二
二
■
■

○
と
こ
ろ高
萩
市
中
央
公
民
館
大
会
議
室

○
相
談
は
、
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家

交
通
事
故
、
法
律
扶
助
、
相
続
、

結
婚
、
離
婚
財
産
分
与
、
扶
養
な
ど

○
相
談
に
応
ず
る
か
た

日
立
調
停
協
会
、
茨
城
調
停
協
会
連

合
会
の
調
停
委
員

暁
よ
り
急
病
」
な
ど
と
、
か
な
り
詳
し

い
記
載
に
な
っ
て
く
る
の
が
注
目
さ
れ

プ
（
》
Ｏ

こ
の
過
去
帳
に
よ
る
と
、
赤
浜
妙
法

寺
で
ば
応
氷
三
十
四
年
（
一
四
二
七
）

か
ら
元
録
七
年
（
一
六
九
四
）
ま
で
の

二
六
七
年
間
に
、
一
四
○
五
名
の
死
亡

者
を
扱
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
年

間
の
死
亡
者
数
は
平
均
五
・
｜
三
人
と
な

る
過
去
帳
に
記
さ
れ
た
死
亡
者
の
居
住

地
を
洲
べ
て
ゑ
る
と
、
元
和
以
前
で
は

小
野
、
赤
浜
、
足
洗
、
石
岡
、
稲
村
、

砥
上
、
浜
、
浜
見
付
、
関
本
、
大
津
、

石
滝
、
荒
川
、
磯
原
な
ど
の
地
名
が
ふ

え
る
。

蝋
過去帳には、 アラ川、赤浜などの地名が

記されている （○印の中）

一
一
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1祝電は早めに ’
1 結婚ﾝ一ズンの大安日I

I
k

I鮭驍權鰄f l
}んこゑあいます。せつか1

高
萩
市
文
化
協
会
（
短
歌
会
、
川
柳

同
好
会
）
で
は
ｎ
月
の
高
萩
市
文
化
祭

出
品
作
品
、
短
歌
及
び
川
柳
を
次
の
方

法
で
高
萩
市
民
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す

募
集
要
項

１
短
歌
の
部

◇
応
募
資
格
高
萩
市
民

◇
応
募
方
法
１
人
１
首
「
葉
書
」
に

限
り
ま
す

◇
課
題
自
由

◇
締
切
り
昭
和
別
年
加
月
訓
日

計量器は定期検査を
文
化
祭
の
作
品

短
歌
と

取引証明に使用する計｣譽i土器の定期検査を次の

日程により実施いたしますので、もれなく検査

を受けてください。

実.施場所実施日 ｜ 実施時間<の祝電も式に遅れてはl

濡熟剛謝
羅鵠縄懸ごI
利用ください。 ）

／一~－－~津一、 ｝
V

I
00～午後3 ：0(）

00～午後3 ：00

00～午前11 ： 30

30~午後2 : 10

40~午後3 ： 20

20～午前10 ： 30

()0～午削1］ ； 30

30~午俊1 :30

00～午後2 ：30

30~午前11 : 00

20～ﾉ|:nill l l ,卜50

00~午後1 11#30

0()～'1後3 ： 00

工 △、云

秩車検場

山小学校

l()月25日

10月26日

1()月27日

伽
一
伽
一
榊
魂
惚
一
祁
如
一
吋
恥
一
伽
一
叩
關
一
州

闇
一
間
一
秋川

！ 柳
を
募
集

川側i''1内屋前

下手綱公民節

必
着

◇
提
出
先
高
萩
市
大
和
町
２
Ｉ

弱
樋
渡
文
子
宛

２
川
柳
の
部

◇
応
募
資
格
高
萩
市
民

◇
課
題
「
女
」
１
人
３
句
以
内

◇
締
切
り
昭
和
団
年
皿
月
加
日

必
着

◇
提
出
先
高
萩
市
島
名
１
９
６
６

樫
村
一
歩
宛

◇
発
表
文
化
祭
会
場
（
市
民
体

口１
若栗WI田商店剛101128日

上君冊小幸枝

.ド君Ⅱ|松本崎店前〃

（
》 横川暇田商店前

島曽根三代商店前101言129日

〃 ド大能佐川jil･能宅

1大能国井商店前

|恂 工 ヘ
ヤロ声

圭､ll I l lH

j 證早目に…'0日前から受付ますI
F,一一マーーーーーペニー‐一マーェー声＝戸－－一一－‐ ’

警
察
官
を
募
集

○
受
付
ｎ
月
四
日
ま
で

○
受
験
資
格
男
子
で
高
校
、
大
学
卒

又
は
来
春
卒
業
の
見
込
者

○
第
一
次
試
験
‐

皿
月
鴻
日
午
前
８
時
抑
分
よ
り

○
受
験
場
所
↓
式

県
立
日
立
第
一
高
等
学
校

県
立
水
戸
第
一
高
等
学
校
ほ
か

く
わ
し
く
は
、
高
萩
警
察
署
警
務
係

（
壜
②
２
１
６
５
）
へ
ど
う
ぞ

剛
く
わ
し
い
こ
と
は
保
険
年
金
課
へ

ま
た
、
⑤
老
人
の
方
の
受
診
ば
従

来
ど
お
り
で
、
健
康
保
険
証
⑤
受

給
者
証
⑬
請
求
書
が
必
要
で
す
．

⑬

⑤

川
月
１
日
か
ら
③
請
求
書
が
不
要

塁
‐

と
な
り
、
驚
保
険
証
と
④
受
給
者

証
の
２
種
蕊
を
病
院
な
ど
の
窓
口
へ
提

出
す
れ
ば
診
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

医
療
の
受
診
方
法
が
変
り
ま
し
た
。

【

育
館
）

◇
賞
優
秀
作
品
を
表
彰
し
ま
す

主
催
高
萩
市
文
化
協
会

後
援
高
萩
市
教
育
委
員
会

社
会
保
険
に
加
入
の
方
の
③
老
人

③

③
請
求
書
が
不
要
に

Ⅲ
月
１
日
か
ら

公
証
役
場
は
、
あ
な
た
の
権
利
を
正

し
く
確
実
に
守
る
「
公
正
証
書
」
｜
を
作

成
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
が
任

命
す
る
公
証
人
（
判
事
、
検
事
、
法
務

局
長
、
弁
護
士
な
ど
を
長
年
つ
と
め
た

人
か
ら
選
ば
れ
ま
す
）
が
国
の
監
督
の

も
と
に
つ
く
る
も
の
で
す
か
ら
絶
対
確

実
な
証
拠
力
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
正
証
書
は
、
裁
判
に
か
け

た
と
同
じ
効
力
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
の

口
約
束
や
お
互
い
の
契
約
書
だ
け
で
は

も
し
、
相
手
が
約
束
を
守
ら
な
か
っ
た

と
き
に
、
公
正
証
書
が
あ
れ
ば
、
権
利

者
は
裁
判
手
続
き
を
し
な
く
と
も
金
銭

取
り
た
て
の
強
制
執
行
が
で
き
る
な
ど

契
約
や
取
り
引
き
が
安
心
で
き
ま
す
。

懇談会

大能公民館

下手綱公民館

市政

10月22日

11月12日

契
約
書
や
遺
言
害
の
作
成

公
証
役
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

識蟻識瀧選践識

Z

市・県民税（3期）
§
§

§墓蝿……一“○
取
り
扱
い
事
務

１
、
契
約
や
取
引
き
の
公
正
証
書
の
作

成
…
お
金
の
貸
し
借
り
、
土
地
や
家

の
売
買
、
売
掛
け
代
金
の
回
収
、
交

通
事
故
の
賠
償
金
の
支
払
な
ど

２
、
遺
言
公
正
証
書
の
作
成

３
、
そ
の
他
会
社
の
定
款
及
び
、
各
種

私
署
証
書
の
認
証
、
確
定
日
付
の
押
捺

拒
絶
証
書
の
作
成
な
ど
す
。
へ
て
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

ま
た
手
数
料
は
法
で
き
め
ら
れ
て
い

ま
す
。公
正
証
書
作
成
の
相
談
は
無
料
で
す

く
わ
し
い
こ
と
は
日
立
公
証
役
場

露
０
２
９
４
伽
５
７
９
１
へ

日
立
市
神
峰
町
一
’
一
○
’
三
き
ぐ

ら
ビ
ル
２
階
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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市の人口と世帯数
曹

言

9月1日現在 前月比ニ

ミ ノ、 口 31， 393人 （＋61）
菌

= 1 5,400人 (+37)言 /マ

号

女 15, 993人 (+24)
言

： 世帯 8689世帯 （＋14）
7』.‘,1M‘‘,,IHI..‘ 1 11‘. Ⅱ , , 1 . ., 1 1 , , ‘ .,11,, ..【ⅡI･‘Ⅱ1,.Ⅱ I1l ,',' '12.. , , ,, ,.0, , 8,, Ⅱ 1,1,.･I In, , ⅡⅡ1期.Ⅱ 1,,‘‘ Ⅱ 1,1‘

Ｌ
Ｆ
・
吟
年
、
．
ｉ
⑲
ｇ

■Ⅷ

セイタカアワダチソウが増えています。みなさんで取りのぞきましょう。

ご －


